
THKは「世にない新しいものを提案し、世に新しい風を吹き込み、豊かな社会作りに貢献する」との経営理
念のもと、創造開発型企業として独創的な製品開発を続けています。

産業の発展に貢献するTHKの製品開発
THKは「世にない新しいものを提案し、世に新しい風を吹き

込み、豊かな社会作りに貢献する」との経営理念のもと、1971

年の創業以来、創造開発型企業として様々な製品を開発し産

業の発展に貢献するとともに、成長の源泉である技術力を着

実に蓄積してきました。

1972年、世界ではじめてLMガイドの製造・販売を開始して

以来10年以上、THK製品は主に工作機械に使用されていま

した。その間、高精度化、低コスト化といったお客様のニーズを

捉えた製品を次々と開発してきました。1990年代に入り、

THK製品を採用する産業は、半導体製造装置、産業用ロボッ

トなどへと拡がり、ここでもお客様の使用用途や使用環境に適

した製品を開発してきました。

また1996年には、長期メンテナンスフリーを実現したボー

ルリテーナ入りLMガイドを他社に先駆けて開発しました。当

時、回転ベアリングにおけるリテーナ技術は既に確立されてい

ましたが、リテーナが直線上と曲線上の2種類の動きをする必

要がある直線運動案内においては、耐久性を維持するリテー

ナを開発することは非常に困難とされていました。しかしTHK

はその課題を克服。長期メンテナンスフリーを実現するととも

に、工作機械、半導体製造装置をはじめとする各種産業用機

械の高速化、低騒音化、長寿命化などにも大きく貢献し、さら

に用途を拡大することができました。そして現在では、LMガイ

ドのみならず、ボールねじやボールスプライン、LMガイドとボー

ルねじを組み合わせたユニット製品においてもリテーナシリー

ズの拡充を図っています。

次世代を見据えたグローバルR&D体制
THKの研究開発活動は、テクノセンター（東京都）を拠点と

して、技術本部を中心にACE事業部、FAI事業部及びIMT事業

部から成る頭脳集団を構成し、基幹製品群であるLMシステム

に加え、メカトロ、民生、自動車市場をターゲットにタスク

フォースとして研究開発に取り組んでいます。

また、2010年4月には、遼寧省大連市のTHK中国の本社内

に海外初となる研究開発拠点を設置し、業務を開始しました。

さらには、2012年4月にその専用棟となるR&Dセンターを稼

動させ、製品開発を加速させています。中国市場が拡大する

中、需要地に研究開発拠点を置くことにより、現地のニーズに

適した製品を短期間で開発していきます。

2012年度の開発製品～E3コンセプトの具現化
現在、THKの研究開発活動では、独創的な発想と独自の技

術を活かしながら、Ecological、Economical、Endlessを

キーワードとした「E3コンセプト（キュービックEコンセプト）」を

メインテーマに掲げ取り組んでいます。このテーマのもと、

2012年度はさらなる用途拡大に向けて開発スピードの向上

を図るとともに、5年後、10年後を見据えた独創的かつ魅力的

な製品の開発を進めました。その結果、2012年度も新たな用

途開拓に結びつく製品を開発することができたと考えていま

す。産業用機器分野では、主力製品であるLMガイドやボール

ねじをはじめ、今後電動化の進展に伴い需要の増加が見込ま

れる電動アクチュエータ関連の各種新製品を開発しました。

新規分野への展開として、輸送用機器分野では、コスト競争

力をさらに高めるべく、新工法の技術開発や小型・軽量製品の

開発、電気自動車用新製品の開発を進めました。免震・制震関

連では、超高層建物の長周期地震動対策に有効な「減衰装置

iRDT」を開発しました。その他、太陽光発電などの再生可能エ

ネルギー分野、医療、住宅の民生品分野、及び民生ロボット、

ヒューマノイドロボット分野に対する開発活動に注力しまし

た。具体例としては、宇宙航空研究開発機構 JAXA殿による

「EVA支援ロボットの実証実験（REX-J）」ミッションに参画し、

宇宙対策を施した小型ボールねじアクチュエータ搭載のロ

ボットハンドの開発を手がけました。また、次世代ロボット向け

ロボットテクノロジーシステムの要素部品群として開発した

「SEED Solutions」は、ロボット市場創出への貢献度や期待

度の高いロボットや部品などを表彰する経済産業省、一般社

団法人日本機械工業連合会主催の第５回「ロボット大賞」の

部品・ソフトウェア部門において優秀賞を受賞しました。

2013年度の活動方針と施策
2013年度もさらなる用途拡大に向けた効率的な製品開発

に努めていきます。具体的には、顧客利便性を追求するととも

に、より生産性と品質を考慮した設計を推進していきます。ま

た、基本開発と応用開発を同時に進行させることにより、早期

の収益化を実現できる製品の開発に取り組んでいきます。さら

には、グローバル規模で開発力を強化する中、THK中国に設

置された研究開発拠点において、現地ニーズに対応した製品

開発を進めていきます。

研究開発
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2012年度の主な開発製品

プレスシリーズ
PCT

コントローラシリーズ
TLC/THC

多彩な電動アクチュエータを制御するための機器です。
従来のコントローラに比べて低価格ながらも豊富な機能
を搭載しています。加えて、位置情報を指定するだけで、
初めての方でも簡単にアクチュエータの操作が可能に
なっています。

ボールねじを用いたシリンダタイプの電動アクチュエータ
です。エアシリンダからの置き換えにより、高タクト化、高
精度化、多点位置決めを実現し、お客様の装置の生産性
向上に大きく貢献することができます。

ミニチュアLMガイド
SRS-S/N形

精密ボールねじ
BIF-V形

ボールリテーナ入り高速ボールねじ
SBKN形

接線方向にボールをすくい上げる新しい循環方式の採用
により、低騒音や低トルク変動、従来品の約2倍の高速性
など、優れた製品性能を実現しました。

ボールリテーナ入りミニチュアガイドにおいて、ブロックの
バリエーションの拡充を図りました。これにより、ミニチュ
アガイドにおける全ての形番にボールリテーナがライン
ナップされ、お客様のご要望に幅広くお応えできるように
なりました。

ダブルナット方式の採用により従来品と比べて寿命が約
6倍になりました。加えて、接線すくい方式により高速駆
動が可能になったほか、リテーナの採用により長期メンテ
ナンスフリー、低騒音、滑らかな動作を実現しました。

LMガイドアクチュエータ
SKR55/65

マルチモーションアクチュエータ
CCR

振動アクチュエータ
QBL

直線と回転が独立制御可能なアクチュエータです。エン
コーダを内蔵したコンパクトな設計により、装置の小型
化、高タクト化を実現し、様々な装置のピックアンドプレー
ス部の小型化、高速化に貢献できる製品になっています。

LMガイドアクチュエータSKRにおいて55番、65番をライ
ンナップに加えました。これにより、標準リードに加え、最
大2倍リードまで対応が可能になりました。さらに、リテー
ナの採用により長期メンテナンスフリー、低騒音、滑らか
な動作を実現しました。

高速往復運動を可能にした片手サイズのアクチュエータ
です。磁気回路や軸受け構造を振動用途向けに特化し、
シンプルかつ使いやすい構造にすることで、振動を利用す
る各種装置に最適な製品になっています。

23THK Annual Report 2013



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 72
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata pogodnih za pouzdani prikaz i ispis poslovnih dokumenata koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [72 72]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




